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HITAClOIIによるマルチ ビリング システム

HITAClOIIMultトBi=ng'SYStem

拉近､一一個巾の事業所で非常に多:F上主叫上ミ票発行を必要とする場†ナ,多数デーのどリ

ング専用機を設吊する代わりに,1了と丁の中央処ユチ旦装置で枚数≠丁の仁ミ票ヲ邑行用タイプ

ライタを制御するマルチ ビりング システムの要求がある｡これは,システムをよ

り経柄杓に構成できるとともにデ∽タの封三中処理を叶能にさせる止で人きな利点が

ある｡本システムは､ミニ コンピュータHITAClOIIを■‾卜央処理装置としたマル

チ ビリング システムで,卜記のfjこ票ヲ邑行と【司時に,仰車史新,適イ‾i言回線を介して

地方にある倉唾に対する人･.L十絹子手札,これら各位ミ票のジャーナル作成をリアル タ

イムに行なうことができる｡また各タイプライタのf∠ミ票発行デーータは磁1(テープ

(MT)に駐中記録されるので,日報などのレポートを作成LたI),人形コンピュー

タに入力して後処理を行なうことが′存易である｡また,本システムでは,ヒリング

の各業務を前もってサブルーチン化きれた単位作業の組ナナせとしてとらえ,その≠糾

合せ係数をテーブルrlてJに一与一えることにより,7亡の業務に対仁ししたプログラム動作を

実行するソフト体系を開発Lた｡これにより,僻茶の仕様+溢ホが㈹素化され,什様

奄召三にも応じやすくなった(⊃

n 緒 言

ビリング(†ノミ票発行)の専用機は従来からJムく出回っておl),

これらは,人力用のキ∽ボmド,エッジ カートリー｢ダ,亡11

ノJ用プリンタ収び紙テMプ パンチ机主席の機詩話をノ占本的に伯

えている｡どリングのデータ処理は多くの場†ナ,_L二位コンピ

ュータで行なわれる｡克之近では凶維接続機構をもち,上イ立コ

ンピュータとオンライン接続が可能なもの,‾疫にフ7イル

(磁こ1‾ミディスクや磁乞もテープなど)を備えて,丁几用′ト形コンビ

ュ【タシステムに近し､事務計算処理機能を伯えたものなどの

高級機が見られるようになりつつある｡そこで,仁柴の発行

二罷がどリング高宗及機数千言を必要とするほど多く,且つデータ

処理を･結して+二位コンピュータで行ないたいというシステ

ムにおいて.件能の高い処理一袋帯1T亡一に人･.リリJ用キーボー

ド プリンタを不安数千言接続して,システムの経1月性をメょらうも

のがマルチ ビリ ング システムである｡HITAClOIIマルチ

ビリング システムは,ミニ コンピュータHITAClOIIに手短

数台のデータ タイプライタ及び周j8装i芹を接続して構成さ

れており(図1)､上位コンピュータとの+妥結は凶線を介IJ

たオンライン接続,又は磁1tテープ,紙テ【プを喋休とし

たオフライン接続のいずれをも可能とLたシステムとなって

いる｡

臣l マルチ ビリング システム開発の背景とソフトウェア

2.1 開発の背景

販売関係業椎では,一般に収り扱う商一打-の椎実員や数が多く,

各柾†云票の発行,集計,管理罪科の作成などの単純作業に予

想以+二の八千を要することになる｡マルチ ビリング システ

ムは,これら単純作‾業にかかる大‡呂二の人手を削減するために

開発されたシステムである｡どリング専用機又は満雄機を他

うとして17乙丁当たりの伝票発行能ノJは,1日に250～400校杜

J空であるから,これを超えるfよ票発行が必要であり,しかも

て
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図I HITAC10ⅠⅠマルチ ビリングシステムの一例 HITAC101Ⅰ

及び磁気テ】プが正面奥に見える2個のラックに収納されており.他にディス

ク,ライン プリンタをもち,タイプライタは10台を同時制御Lている｡

デーータ フアイルの1本化を図ったり,データを上付ニコンピュ

ータで処理する場でナに,1子iのミニ コンピュータに不変数千丁の

キーボ∽ド プリンタを接続したマルチ ビリング システムと

することが効果的である｡HITAClOIIマルチ ビリング シ

ステムは.ユーザーニーズに答える次の各椎の要求を満旭す

るように巧▲痔二が払われている｡

(1)フォ山マット制御をプログラムで行なう方式とし,碇に

エッジ カードの代わりに仁ミ票発行のl祭の参照i[拝項はすべて

補肋記憶装市(ディスク)上のマスタ フ7イルにあらかじめ
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格納しておいて,必安なときに参照できるので発行する†上二栗

の柿頬を変更するとき,タブセット位茫こを変態王するなどの操

作が不要となり,操作性の向_f∴が図られる｡

(2)50BPSの低速回線から2,400BPSの馬油回線まで,

またハ【ドゥェアの抑設によって手短数1叫線もサボ【卜できる｡

(3)伝票としてぃプJされるデータは,すべて補助記憶装一岩引ニ

ー一括してファイルされ,ニのデータを活用して,必要な管用

資料を作成するプログラムを【_′】巾に組むことができる｡

(4)_L位コンピュータと接続する場ナナ,その方i去はユーザー

の実十引二応じて選択できるようにLたいので,紙テープ又は

磁1ミテ【プを媒体としたオフライン横紙,又は[司線を経由し

てのオンライン接続の,し､ずれもが可能なようにソフトウェ

アを用意する｡

(5)将米の拡船性に1･三吉んだシステムであるか㌣テかが,システ

ムの佃佃tをf央三三する大きな要素である｡この点,HITAClO

IIは,32K語(1語=16ビット)までコア メモリの増設が‾叶能

であI),マルチ ビリングの張本ソフト(10K語)を隙いて,メ

モIjを抑設することによ り,克之プヾ22K語をユ【ザーユリアと

Lて位相可能である｡史にオーバレイ エリアを別間すると,

プログラム谷呈の制約はほとんどない｡

(6)†云票ヲ芭行業務の内容はユーザ】によってそれぞれ輿なる

ので,システムとしては必要な機能を=由に+叔折選択できな

ければならない｡

このため､ソフトウェアを機能単位でバツケ【ジ化するこ

とにより,ユ【ザーは‡1由に必要な機能を収拾選択できる設

計となっている｡

2.2 マルチ ビリング用ソフトウェア

ビリング システムのユーザーは,流通サービス業,埋ま近

業,倉庫道輪業など多椎多様にわたり,ユⅥザーごとに発行

仁ミ票の様式が異なり,処理内容も在J専管坪を主†本とLたもの,

人･出金業務を主イ本としたものなどにより,プログラムオ構成

も大幅に異なってくる｡LかL,個々に要求される機能を細

かく分解していく と,はとんどが幾純類かの処押単位に分解

され,これらの単位の組.f㌢せを変えることによって満足でき

る処理内容を構成できることが分かった｡そこで,要求され

る機能をデシジョン テ【ブル(*1)に展開し,テーブル上の処

王里単位二を1偶のサブル【ナンで構成して,プログラムはデシ

ジョ ン テーブルを巻仰Lながら必要なサブルⅥテンをコール

Lて処王里を続けるようにすれば,各ユーザーはシステムごと

にF′1｢壬‖二処f里単位を組み†㌣わせて過切な機能を得ることがで

きる｡このように各機能がサブル】ナン バッケージ化された

標準ソフトウェアを開発することをノ.!三木として,前二項におけ

る必要性をそれぞれ満足するととい二,次に述べる各項をf謂

発の臼標とLた｡

(1)仁七票様式80椎葉軋 仁t票項目は1fjミ票様式につき,80二項目

まで(デシジョン テーブル解析時の処理能力により計算)を処

理可能とし､二れらの仁ミ票様式のフォーマット化,処坪内谷,

データ チェックなどはすべてデシジョ ン テ【ブル化する｡

(2)HITAClOIIのディスク ファイル処理としては,従来は

フィジカルⅠ/0命1ナしかもっていないため,プログラムが柁

維になる｡このため,大形コンビュ【タがサボ【卜している

順索引ファイル(インデックス シ【ケンシャル フ7イル)を

(*1) デシジョン テーブルとは,問屋卵‾平淡の手順をテーブル形士じで真

一呪Lたものであり,ナと休Fr小二は表1にホした内木をビット耳構成

で表現し,メモリにテープ′しとLて格納しておく｡

80

7何奴デモ■壬にしたディスク ファイル プロセッサ(2)を開発し,フ

ァ イル処J幣を才妄易にする｡

(3)仁七票ヲ邑什川タイプライタは､将来某三彷拡張に伴って哨設

される叶敵性があるので,どリング処理プログラムは,タイ

プライタ1了乙iごとに独_立Lて動作するように設計する｡

(4)慨能は,どリング処理だけでなく,ジャーナル作成,オ

ンライン業務,レポート作J戊,ファイル吏新などの各肺機能

をもたせることができること｡

凹 HITAC 川ⅠⅠマルチ ビリング システムの概要

3.1 システムのヰ幾能

本システムの機能をまとめると,以下の各項に述べるとji

りであるて1

(1)rユセ票発行処王里機能

デシジョン テ【ブルを解析L,各伝票稗別ごとにフオ【マ

ット交換,データ チェック,演算などを行ない､伝票発行を

行なう処用土である｡データ タイプライタから入力された生デ

ータに対Lて,必要に応じてニューメリソク
チェック,ナシ

･ソト チェ､ソク､演算子ェックなどのチェックを加【えるととも

に,マスタ フ7イルを蕃J照Lて必要な項目の付力‖や痛算など

グ)処手堅を行なったうえ,リアルタイムに仁ミ票を州力する｡エ

ラー一丁∠七票の発生は,チェック機能によって最小限にくい止め

ノブれる∴ 重た,入力中にエラーがあった場丁㌣は,自動的に次

のトミ票m紙まで改行L,j下しく人力されたデータはそのまま

生かLて,エラ【部分以降のiヰ入力を待つようにした｡

(2)ジャーナル作成機能

桜1tテ【プ,又は磁乞iディ スク上に,仁ミ栗データのジャM

ナルを作成する.=,

(3)オンライン機能

50BP Sから2,400BP Sの過†i言回線を経巾して,仁ミ票発

行とItり時に㌢日数の倉J車へ山村手旨ホて巧を送ることができる｡

(4) 日報などのレポu卜作成機能

ディ スク,二丈は磁気テープ上に作†戊されたンヤ】ナルを)‾亡

に,当‖･のインプ､ソト明細子Fを作成し,史に[-1計表,力三庫日

刊i,枚びインプット集計表を作成し,月末には,手形関係帳

表､資余関係帳表,/亡丁重関係帳表など,従来では大形コンビ

ュMタで作成されていた終柁統計う発料を作成する｡

(5)ファイル作J克放び盲だ新機能

磁1tディ スク__卜でフ7イルの作成･‾起新を行なう｡

3.2 機器構成

本システムの標弊機器純成を区12にホす｡

3.3 業務処理の形態

ヰエンステムは､ミニ コンピュータという限て起された記憶省

一:二十i二の範州内で音を大阪にこれを活用するため,処月与を次の二二つ

のフェイズに分けて実行する｡

(1)伝票発行とアナ種子配デ】,タの送†うー子,インプ､ソト ジャーナ

ルの作成,イ仁嘩データの更新などから成るマルチ ビリング

処f弔｡

(2)[=一報や月報などを作成する,ユ∽サーL司有のバッチ処理｡

(3)存雑フ7イルの作成や更一軒を行なうファイル メインテナ

ンス処甥!｡

これらの処理の流.れをまとめると,図3にホすとおりであ

る｡また,デシジョン テーブル方式を中心にした,マルチ

ビリング処j理部分の各プログラムのi充れを図4に示す｡

どリングの什様としては,綾数台のデ｢タ タイプライタ

から,異なる性閂のデMタが人力されるものとして設計した｡

すなわち,特定の1千丁のタイプライタに限れば,データは時
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ラインプリンタ

図2 HITAC10ⅠⅠマルチ ビ

リング システム機器構成図

標準システムの機器構成であり,処

理装置は16K語から32K語まで,伝

票発行用タイプライタは2台から柑

台まで,通信回線は最大8回線まで,

磁気テープは800BPlかl,600BPlのい

ずれかをそれぞれシステムの規模,

要求される機能に応じてi選択できる｡

図3 H｢TAC tOIIマルチ ビ

リング システム処理フローチ

ャート 最大80種類の伝票が各

どのタイプライタからでも入力でき.

更に各種マスタ ファイルからの自動

印字が可能である｡マルチ ビリング

処]埋時,倉庫手配データが同時に送

イ言される｡

HITAC】01Ⅰによるマルチ ビリングシステム 421
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図4 マルチ ビリング処理部分のプログラムのフローチャート

各タスクは,相互間のリンケージをとり,入･出力ルーチンを動作させて処‡里

を行なう｡

系列的に順序正しく入力されることになるが,全体を過して

考えると,各タイプライタから互いに無関係なデータが順不

同で入力されるので,これらを整理統合して同時処理する必

要がある｡しかも,将来多少の仕様変更に応じられねばなら

ない｡そこで,デシジョン テーブルの処理単位を交換するこ

とで仕様変更に応じられるようにした｡また,一般にコンス

タントと呼ばれるデータ(定数関係)は-一つのテーブルとして

まとめ,このテーブルも交換可能となっている｡

各処理単位(タスク)は,タスク コントロ【ル プログラム

の管理‾Fで選択実行され,この選択順序はデシジョン テー

T
ヘ

ッ
ダ
部

ボ
デ
ィ
血
帥

フ
ッ
ト
部
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コー･¶ド 柑意先飢

(タイプイン項目)(顧客ファイルより出力)殿
3けた 15けた

仕付i(顧客ファイルより出力)

20けた

伝 票 Nり.

(システムより出力)
5けた

午 十j

(システムより出力)
6けた

印当者コード

しタイプイン朋)

1けた

ブルに従って行なわれる｡

どリング処理に対するユーザー側の仕様提示は,図5に伝

票の一一例を示したが,これに対応して表1を作成することに

なる｡このような表を1種類の伝票に対して1菓作成すれば

よい｡表1で,例えば伝票の識別番号(ID)の項目は一最初に

一けた固定長アルファベットのデータとして入力され,範囲

チェックを行なった後,そのまま紙テープに出力きれること

を表わしている｡

3.4 ソフトウェア構成

本システムのソフトウェア構成は,HITAClOIIの標準ソ

フトウエア システムPSlOE(3)のりアルタイム処理用コント

ロール プログラム(REX又はNREX)のもとで動作するよ

うに作られている｡

3.5 システムの特長

本システムの特長は次に述べる点に集約される｡

(1)ノ､-ドゥェアの割込み機能などを活用した点

(2)ソフトウェアの構成形式が機能単位の取扱いになってい

る点(以下,機能ブロックと呼ぶ)

(a)機能ブロックは,一連の処理単位にまとめられている

ため,ニの機能ブロックの組合せ方法を指定して所要の仕

様とする点

(b)業務中の任意の時点にオペレータの指示により適切な

機能ブロックを起動できる点

(3)機能ブロックがリエントラントな構成になっている点

以上の特長は他機種においても各一つずつを取り上げれば

可能なものであるが,これを同時に満足するものは少ない｡

ニれらの特長を更に詳細に述べると次に記すようになる｡

(1)について述べると,HITAClOIIの割込み機能がマルチ

ビリング業務のように多くの端末を取り扱う場合に非常に便

利にできているので,これを活用したものである｡前述の図4

にホLたように本システムは完全な端末駆動の思想から成り

立っている｡ハードウェアは端末タイプライタの各キーに対

応して,入力駆動や端末動作終了を検知できるようになって

いるので,きめ細かいソフトウエアが準備されているだけで

売上伝票

株式会社ullnく〒14り東京都占川区病人斗6j▼巨123番15号

TE上一 東京川3J765---･･3111(大代表j

夏分
■指名コー･-ド l≒‾～∫

名 数 量 単 価 金 額

(タイプ
イン項目

1けた

(タイプイン項郎 (品名ファイルより出力) タイプイン項削(タイプイン項目‾) (タイプイン項目)
5けた 10けた 5けた 5けた 7けた

備 (タイプイン項目)
fナ 計 (タイプイン項目)

考 30けた 省略可能 引ナた合計計算チェック

区分1.ノ己_上二2.返品 3.値引 4.言+-止 経 理 検 印 発 行

図5 伝票の一例 標準的な

売上伝票の一例を示Lた｡
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表I ビリング伝票の仕様例(売上伝票仕様) 図5の伝票上の各項目(左側項目欄)についての処理手

順をこの表で表現する(l伝票種l葉)｡デシジョン テーブルは,ニの表に対応Lて作成される｡

｢(

ニューメリック=･･･････N

アルファベット‥･‥‥A

カナ文字･･･…･ ････K

混 在‥‥･･････‥X

丁
ツ

ダ
部

項 目 頂且･処‡里及びチェ ック内容 関 連 フ ァ イ ル
ケ

タ

一【､生

架

項 目 備 考 処理内容記号説明

ND, 項 目 名 桁数X トイ㊧ ㊥ F N D T H E K
マルチりビングや九群時 /くッチ他種時

◆処王璧の順序は行う順に左から記入 X 固定長キーイン痕序 行 項 1戸2 3
1㌃Tm｢

1 伝 票ID 1 1 × H ■3 芦 l A H=｢A-Z+

T=1のファイルを使用しチェック

11 可変長キーイン

2 得意先コード 2 1 1 3 × F N T 舛 = j3 弓A
l N` ㊤ 入力Lい､暗もある

3 得 意 先 名 3 1 2 15 ㊥ 1`

】
L】

× ーーキーインしない疇は1ファイルよりアウト ㊥ 11十㊥

4 住 所 4__ 2 1 20 ㊥ ギ † X

※=計算磯の元ラフ示"■ょりアウト

F 桁数チェック

5 伝 票 3 1 5

汁

3… A N N ニューメリックチェック

6 年 月 日 3 2 6

･3L
A ｢ N l-=計算槽の登書毒月日をアウト D‾ テジソトチェック

7 担_当者コード 5 3 3 1 ニ( N H 井
l

l A N H=｢0～9+ T テーブルチェック

R

フ

-)/

ト
吾β

8 区 分 8 4 1 1 X N H 米

十

l i引 A l N H=｢1へ4+以外エラーとする H 範囲チェック

9 品 名 コ
ー ド 7 4 2 5 × N D T 咋 2:3 l A 弓 N 丁=2のファイルを使用Lチェックする E l計算チェック

10 品 名 4 3 15 ㊥ 米 と2

3

l 丁‾‾‾X ･ニキーイン+ない時は2の7アイルよりアウト K 関連(組合せ)チェック

= 数 量 8 4 4 5 ト1 F 米 仁 芦

､｢

l N

伝票に印字

12

.単
価 g 4 5 5 11 F 半

13
A N

E=(数量〉X(単価)=(金線)チェック13 金 額 10 4 6 7 11 F E 米 3

〝丁
A…

l 1
l

N 光

14 備 考 11 9 1 30 F ‾｢ X キーインしなし､時

15 合 計 9 2 8 lイ E ★
l
l A･き N Eこ-ボディ金額合計のチェック ビリング時間蓮ファイル名】

18 l
1

1
1

†雷雲宗芸タ17 l 巨 2‾‾

;
3=巨紙テープ出力

47 巨
lヰ

l

48 l

11 【バッチ暗面蓮:汚市議】
49 l i A ジャーナルファイル

50 丁‾

ヘッ ダ部桁数合計 51 5 30 35 51

ボディ 部桁数合計 190 30 85 75 1餅)

フ
ット 部桁 数合計 38 8 30

全 桁 数 合 計 279 35 l 140 248と30

なく,仝__二屯の取抱いができる｡

この機能から得られる札〔一J二の主なものを挙げてみると次に

述べるとおりである｡

(a)機能ブロックの偶成によっては,データ叫皇統した光

収りも可能であり,また1′テニ入力ごとの応答(エコM パ､ソ

ク)も可能である点｡

(b)端末に対する応答が速いばかりでなく.ソフトウェア

で使先順の愛艇が叶能であるため,ハード的に最初接紋さ

れた端末の応答が-･番地く次々にj_吐くなるような不都′ナは

生じない｡

(C)ソフトウェアで使先順が変更〔できるので,ファンクシ

ョン キーの収一級いが容易である(′フ7ンクション人力もハ

ード的には単なるデ【タとして人力され,ソフトrlてJにぷ銘別
されている).‥､

(d)タイプ インのりズムを崩すことなく11～16子こ程度まで

タイプライタ接続が巾丁能である｡本システムのような前任

什様を満足する機能ブロックをもつ場†ナ,他校柿ではMAX

6～7千iタイプライタをサポートする車〔訂空のものが多い｡

(2)について述べると､本システムのソフトウェアは図4に

ホすようなタスクで構成されていて,これらが機能ブロック

単位二になっている｡従って,実際にユーザ【が仕様を決:左す

る場f㌻には,処押分析をコンピュータの言語レベルまで行な

う必要がない｡具体的にはユーザーは,まず白引二の仁ミ票を幣

押し各項目ごとに必要とされる処理を考えながら,機能ブロ

ックの一一宮三表を見て選択指定することによって仕様が定めら

れる｡ユーザーは,二の標畔機能と呼ばれる機能ブロックを

他用する限りは,改めてソフトウェアを(言語)帽持しないで

析ますことができるだけでなく,仕様決定に要する人的,時

間的削i成が可能となる｡この点では他機梓に類例がない｡ま

た,処ヨ翌実行中に例えばエラーが生じた場合,作意の時点で

回子簸処理の機能プロ､ソクが起動できる｡従来のバッチ処理と

異なり,あらかじめ定められたフローチャートに従って凶相

入･出力モジュール

ディスク入･出力処理

紙テープ入力処理

複数タイプライタ

入･出力処理

磁気テープ入･出力処理

コンソールタイプライタ
入･出力処理

紙テープ出力処理

システム異常処理

リアルタイム

エグゼクティブ
シ ス テ ム

(REX)

処王里タスク

■･･一メインコントロールタスク

オンライン回線プログラム

ディスクファイル

コントロールプログラム

複数伝票処理タスク

イニシャライズ処理タスク

伝票スプール処理タスク

ディスクファイル

更新処理タスク

ジャーナルデータ

出力タスク

コンソールコマンド

処理タスク

紙テープ出力処ま里タスク

バラメ一夕処理タスク

システムダウン処理タスク

ファイルメインテナンス
プログラム

図6 マルチ ビリング システムのソフトウェア構成 ソフトウ

ェアは,REX(NREX)のもとに入･出力モジュールと各処王里タスクで構成され,

各タスクは,システムのハードウェア構成に合わせて選択される｡
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表2 導入Lた場合とLない場合のどリング担当部署の人員構成比毒交 データ量は年間川%ずつ

増加するものと仮定し,それぞれの場合の手旦当部署の必要人員を,⊇善人後の年度別に種々の条件を考慮Lながら

算出Lた｡

年度

データ量

〔伝票発行枚数〕

(枚/日)

;導 入 L な い 場 合 導 入 し た 場 合

ビリングマシン

台 数

担 当 部署人 員 タイプライタ

台 数

担 当 部 署人 員

タイピスト その他 言十 タイピスト その他 計

】 l.230 5 7 12 】9 4 6 9 15

2 l′353 8 13 21

3 】′488 6 9 14 23 5 7 // 16

4 l′637 t6 Z5
l

10 17

5 l′800 7 10 17 27 【 //

表3 H汀AC tOIIマルチ ビリングシステムを導入した場合としない場合の人員構成の差及

び人件費の差 表2の導入しない場合の人員数から,導入した場合の人員数を引いて算出した｡30%以上の

削減になることが分かる｡

年 度 l 2 3 4 5 5年間合計

人員構成差

(年/人)
4 6 7 8 10 35

人件費の差

(円)
l,248万 2′ほ2万8千 2,888万3千 3′796万l千 5′456万9千 1億5′542万l千

処理するものではなく,任意時点に強制介入できる利点が

ある｡

(3)に述べたように機能ブロックは,リエントラントなソフ

トウェアで構成されているため,各機能単位に入替え可能で

あり仕様に応じた選択を答易にするばかりでなく,本システ

ムのソフトウェアが占有する記憶容量はコンパクトになって

いる｡各機能ブロックは更に小さなブロックを組み合わせた

形で構成されており,各機能ブロックは相互に共通してリエ

ントラントな小ブロックを使用している｡このようにして,

基本的には同一ルーチンの重複を回避しているため,コンパ

クトであるにもかかわらず従来のミニ コンピュータ使用によ

るマルチ ビリングではなかったような高度の仕様を満足する

ことができる｡例えば,在庫問合せなどの一連の処理が一つ

の機能ブロックとして収容されている｡

El システム導入の効果

マルチ ビリング システムを必要とするユーザーは,伝票

発行量の多いところに限られ,なんらかの形で既に機械化き

れている場ノ告が多い｡ここではそのようなユーザーの一例を

想定して,システムを導入した場合と導入しない場合とを比

較してみる｡導入しない場合とは,エッジ カード式の専用

機を複数台使用して伝票発行業務を行なう場合･を指すことに

する｡前提条件として,(1)業務量は200～300字程度の伝票を

最大1日1,200～1,250枚発行しており,年々10%程度の増加

を見込んでおく｡(2)倉庫への出荷指示は導入しない場合は,

専用機で作成した紙テープを専任オペレータがテレックス伝

送するが,導入したをらば,伝票発行と同時に自動的に行な

う｡(3)在庫や売上などの管玉聖業務は,導入しない場ノ針ま上記

の紙テープをテレックス伝送し,大形コンピュータで処理す

るが,導入したならば,HITAClOIIにより日報や月報を作

成して行なう｡とすれば,機器構成は処理装置24K語,回線

接続装置1,一遍気ディスク1,紙テープ読取機1,伝票発行

用タイプライタ4(将来は5)及び倉庫用端末装置1が最底限

必要である｡表2にシステムを導入した場合と導入しない場

合の担当部署の人員構成の変化を経年的に示す｡同表から導

入後5年間における人件費の差を計算すると,初年度の人件
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費を260,000円/月とし,人件費上昇率を15%/年と仮定して試

算すれば表3に示すようになる｡

従って,システム導入後5年間稼動させるものとして,単

純にどリング担当部署だけの人件費の削i成を計算すると,

1憶5,000万円以上となる｡そのうえに関連部署の合理化,そ

の他の効果もあるので,2億円近い削言成になると考えてよい｡

■l 結 言

HITAClOIIマルチ ビリング システムは,既に数多くユ

ーザーのもとで稼動し好評を得ている｡ミニ コンピュータな

がら,コンパクトなプログラムの中に,各種の機能を豊富に

まとめることができたので,伝票発行から各種管理資料の出

力まで一貫して行なうことができ,且つ拡張性に富んだシス

テムを作ることができた｡しかし,個々のユーザーについて

みると､対象が事務作業であるだけに例外処理も意外に多い｡

例えば,ある特定f云票に関して,デシジョン テーブルに表現

できない処理を加える必要があることも少なくない｡従って,

今後の問題として残ることは.これらの例外処j型に対する対

策を,いかにプログラム変更を少なく して行なうかである｡

筆者らは,よりいっそう完至豊なマルチ ビリング システムを

世に提供するため,この点の追求を続けている｡▲最後に本稿

をまとめるに当たり,種々御指導と資料の御提供をいただし､

たブリヂストンタイヤ株式会社及び八洲電機株式会社の関係

各位に対し心より厚く謝意を表わす次第である｡
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